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ますので，対応する右段の解
説を参照．
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機器を列挙し，製品名の例も
適宜紹介．汎用的な試薬・機器
類は省略しています．

プロトコールの右段
には，実験操作の注
意点や根拠，コツな
どを解説．

本書では，特に断わらない限り下のいずれかの水を使用しています．

脱イオン水： 逆浸透膜やイオン交換膜により塩，イオンを除去した一次純水
超純水：一次純水を超純水用イオン交換樹脂に通し，殺菌，濾過後，比抵抗が18 MΩ・cmを超える水

 “水”について➽

トラブルの「原因」
と「原因の究明と
対処法」の数字は
対応しています．
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